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連携研究センター「フラテ」は、長期的展
望に基づいて堅実な知を追求する基盤的研
究と、目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合を図
ることを目的として、平成18年4月1日に設置
されました。センターの各分野は、医学研究
院の専任教員からなる基盤教室と戦略的研
究を行う時限付の連携教室から構成され、基
盤教室と連携教室が協力して学際的・学融
合的研究を行っています。
本センターは、「分子・細胞イメージング部

門」、「再生医学・組織工学部門」、「脳科学部
門」、「人獣共通感染症診断・治療部門」の4
部門で発足しましたが、その後、「医学物理学
部門」、「光バイオイメージング部門」、「レ
ギュラトリーサイエンス部門」、「陽子線治療
研究部門」が増設され、8部門となりました。
その後、平成27年度をもって、所定の目的を
達成した「医学物理学部門」、「人獣共通感染
症診断・治療部門」が廃止され、平成28年度

をもって「脳科学分部門」「レギュラトリーサ
イエンス部門」が廃止されました。平成29年
度に医学研究科が医学研究院へ改組された
ことに伴い、「部門」が「分野」となり、新たに
「人対象医学研究推進分野」が新設され、現
在5分野で活動しています。
センターでは、「AMED（日本医療研究開発

機構）研究事業」及び｢国際連携研究教育局
（GI-CoRE）｣の大型研究プロジェクトに対し
て研究支援を行っているほか、多分野にわた
る研究チームが協力して学際的研究を推進
することにより、医学・生命科学と理工学の融
合領域において世界をリードする多くの成果
が得られています。
連携研究センター「フラテ」が、世界最高

水準の先端的融合研究拠点として、さらなる
発展を遂げるよう努力してまいる所存ですの
で、関係各位には今後とも本センターの活動
にご理解とご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

連携研究センター「フラテ」
平成30年度概要／平成29年度業績集の発刊にあたって
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分子・細胞イメージング分野
分野長　吉岡　充弘

再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
核医学教室

特任教授／白𡈽　博樹（兼）
准 教 授／志賀　哲
助　　教／平田　健司

〔連携教室〕
機能画像科学教室

教　　授／吉岡　充弘（兼）
特任助教／小林　健太郎
特任助教／渡邊　史郎

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室

教 　 授／田中　伸哉
准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室

教　　授／岩崎　倫政
講　　師／小野寺　智洋
助　　教／テルカウィアラー
特任助教／角家　健

〔基盤教室〕
分子生物学教室

教　　授／佐邊　壽孝
講　　師／小野寺　康仁
講　　師／及川　司
助　　教／橋本　あり

〔基盤教室〕
放射線医学教室

教　　授／白𡈽　博樹（兼）

〔基盤教室〕
放射線治療医学分教室

教　　授／清水　伸一
特任助教／西岡　健太郎　

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室

講　　師／南　璡旼
（GI-CoRE）

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学部門
応用量子ビーム工学分野

教　　授／梅垣　菊男
准 教 授／松浦　妙子

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター

助　　教／高尾　聖心

〔協力組織〕
病院分子追跡放射線
医療寄附研究部門

特任准教授／小橋　啓司

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室

特任助教／Kenneth Sutherland

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

教　　授／玉腰　暁子
准 教 授／中村　幸志
助　　教／趙　文静

〔基盤教室〕
医学統計学教室

客員准教授／伊藤　陽一

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

教　　授／佐藤　典宏
教　　授／荒戸　照世

平成30年度連携研究センター　構成員

Research Center for Cooperative Projects 2018
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病院陽子線
治療センター

〔協力組織〕
病院分子追跡
放射線医療
寄附研究部門

〔連携教室〕
陽子線治療
医学教室

〔協力組織〕
工学研究院
量子理工学部門
応用量子ビーム
工学分野

〔基盤教室〕
放射線治療医学教室

陽子線治療研究分野

平成30年度連携研究センター　組織 平成30年度連携研究センター　分野概要

  ● 分子・細胞イメージング分野

分子・細胞イメージング分野は、放射性薬剤を用いて生体イメージ

ング法を開発研究する分野である。分子・細胞レベルでの遺伝子発

現、蛋白発現での経時的発現、神経伝達・受容体機能などを時間、空

間的に映像化し、その応用を目指す最先端の研究分野であり、核医

学教室と機能画像科学教室で構成されている。この分野では、細胞

機能情報を解析する基礎分野から、小動物のインビボでの経時的観

察、さらには臨床への応用を含むトランスレーショナル研究で成果を

挙げると共に、臨床での疑問点を基礎研究にフィードバックされる研

究分野も盛んに実施している。また、映像技術やAIを駆使する工学専

門家、生命科学や分子生物学などの基礎医学研究者、さらには臨床

領域で応用するさまざまな臨床研究者の専門家が加わり、多彩な領

域に関与する融合研究を推進すると共に実用化に向けた研究を目

指している。

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再

生・再建医療を実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた

組織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学や文部科学

省から認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェクト「疑似

生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運営費

交付金特別経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライ

フイノベーション―高分子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」

（平成25年度～）の支援を受け、これまで通り、北大先端生命研究院、

北大創成研究機構および産業技術総合研究所とも密に連携して学

際的な研究を行っている。平成28年度からは、北大GI-CoREに『ソフ

トマターグローバルステーション（GSS）』が発足し、当部門の教員を

含む海外・学内の先端的研究者による世界水準の研究拠点が形成さ

れた。北海道大学が世界をリードする高分子材料科学領域と再生・

再建医学領域を融合する拠点として、生体軟組織の機能を有するソ

フト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した生命現象の本質の

学理的な解明、および先端治療医学への展開のための革新的治療

医学研究を推進している。

  ● 陽子線治療研究分野

陽子線治療研究分野では、GI-CoREの量子医理工学グローバルス

テーションの枠組みを活用し、スタンフォード大学の放射線腫瘍学講

座（Department of Radiation Oncology）のグループの研究ユニット

を誘致し、最先端研究開発支援プログラム（FIRST）の成果である病

院陽子線治療センターを活かした国際的な研究と教育を推進する。

実際には、がん治療における放射線増感剤、低酸素細胞などの研

究、血中の微量DNA測定でがんの再発を早期に発見させる研究、定

位放射線治療や動体追跡陽子線治療の臨床研究、医学物理研究、放

射線生物学研究などを進める。また、北海道大学教員として着任した

スタンフォード大学の若手研究者達が医学研究院に常駐し、陽子線

治療センターを舞台として我々と共同研究を進める。さらに医学研究

院陽子線治療医学分野実験室にて放射線生物学の研究と大学院医

理工学院の教育を進める。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病から

の回復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学

系研究を推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を

有する公衆衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学

統計学教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラ

トリーサイエンス研究を行う病院臨床研究開発センターを協力組織

とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康に関す

る様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因を

把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研

究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術を駆使しながら

運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫逃避などのがん細胞

の様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景のメカニズ

ムを明らかにすることを目指している。さらに、光イメージングを用い

た生体内での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織における特定

遺伝子の発現状況のリアルタイム検出に関する研究も行なっている。
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〔連携教室〕
機能画像科学教室

〔基盤教室〕
核医学教室

分子・細胞イメージング分野

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室

再生医学・組織工学分野

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室

〔基盤教室〕
分子生物学教室

〔基盤教室〕
放射線医学教室

光バイオイメージング分野

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔基盤教室〕
医学統計学教室

人対象医学研究推進分野

〔協力組織〕
病院陽子線
治療センター

〔協力組織〕
病院分子追跡
放射線医療
寄附研究部門

〔連携教室〕
陽子線治療
医学教室

〔協力組織〕
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平成30年度連携研究センター　組織 平成30年度連携研究センター　分野概要
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人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病から

の回復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学

系研究を推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を

有する公衆衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学

統計学教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラ

トリーサイエンス研究を行う病院臨床研究開発センターを協力組織

とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康に関す

る様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因を

把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研

究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術を駆使しながら

運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫逃避などのがん細胞

の様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景のメカニズ

ムを明らかにすることを目指している。さらに、光イメージングを用い

た生体内での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織における特定

遺伝子の発現状況のリアルタイム検出に関する研究も行なっている。
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平成30年度教室別研究概要
分子・細胞イメージング分野
基盤教室　核医学教室
連携教室　機能画像科学教室

核医学教室では、医理工学院「医用画像解析学分野」・「応用分子

画像科学分野」、連携分野である「機能画像科学教室」、他の臨床系

教室である「脳神経外科学教室」・「腫瘍内科学教室」、歯学院の「口

腔診断内科学教室」や企業と協調して、PET（ポジトロン断層撮影法）

の臨床的有用性、First-in-manから先進医療・治験まで含めた新規イ

メージング製剤・内照射治療の開発、撮像機器などの開発を行って

いる。

昨年度施行した主なものとしては、①メチオニンPETの先進医療B

（炭素11標識メチオニンPET診断による放射線治療後の再発の検

出）の実施、②メチオニンPETの先進医療B（臨床症状・経過及び 

MRI 検査から初発の神経膠腫を疑われ生検又は摘出術を要する症

例における炭素 11 標識メチオニン PET 診断）の実施、③I-131 

MIBG治療の先進医療Bの実施、④日本メジフィジックス社と共同開

発した新規低酸素イメージング剤F-18 DiFAの探索的試験の実施、

⑤低酸素イメージングFMISOの臨床的有用性に関する探索研究、⑥

Phillip社と共同して3D-PET/CT装置でのO-15 Gas PET検査方法の

開発等を行った。

機能画像科学教室では、脳腫瘍診断における「炭素11標識メチオ

ニン（11C-MET）PET」の有用性に関して、二つの臨床試験を進めて

いる。一つは「放射線治療後の再発の検出」、もう一つが「神経膠腫を

疑われた患者における有用性」であり、ともに先進医療Bの承認のも

と北大病院を研究代表施設とし、大阪大学附属病院と連携した他施

設共同前向き研究である。また、今後福島県立医大の参加も予定さ

れており、3大学の共同研究となることが予定されている。前者の「放

射線治療後の再発の検出」は、悪性神経膠腫や転移性脳腫瘍の標準

的治療方法である放射線治療後に生じる可能性のある放射線壊死

を真の再発と鑑別する試験である。MRIなどの旧来の画像では鑑別

が難しいことが多い放射線壊死と再発であるが、再発病変は

11C-METの取り込みが放射線壊死より亢進することを利用して鑑別

を行う。治療方針がまったく異なる両者の鑑別が可能になれば臨床

的な有用性は極めて高い。2015年2月から試験が開始となり、現在

約59例（登録予定症例99例）に達し、間もなく終了の見込みである。

また、後者の「神経膠腫における有用性」に関しては2016年5月から

開始となった試験である。腫瘍摘出量が予後と強い相関関係をもつ

神経膠腫では、MRIでの増強病変以上に広がった腫瘍浸潤範囲の描

出が見込まれている11C-METは極めて実用的な検査法である。本試

験は46例の登録を予定しているが、2016年5月より登録を開始し、

すでに53例の試験参加があり極めて順調に症例集積が進んでいる。

11C-MET PETは本邦を含め世界各国ではいまだ未承認の薬剤であ

り、本試験が世界に先駆けて11C-ETの薬事承認を目指しているとい

う点から大変注目されており、成功に向けて試験を進捗させていく次

第である。

再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための

新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野で

は、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持

つ新しいソフト＆ウェットマテリアル(高分子ゲル)の創出、２）これを

擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解

明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図る

ことによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行ってお

り、世界をリードする成果を着実に上げつつある。

当分野では、北大先端生命研究院、北大創成研究機構および産業

技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに種々の

多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）には軟

骨表面置換材料だけでなく、生体内軟骨再生誘導能があることを報

告してきた。現在のDNゲルを改良する先端技術および次世代多機

能性ゲルの開発を並行して行っており、その手法の一つである分子

ステント法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロ

ン酸などの生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規

DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認してい

る。さらにDNゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイ

トナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生

能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これま

でゲルの高い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持すること

が困難であり、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていた

が、関節内埋植実験の詳細な観察（組織、TEM）により、ゲルの内部に

まで骨組織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形

成することを明らかとした。これらの成果はInternational Union of 

Materials Research Societies - International Conference in Asia

(IUMRS-ICA)、Orthopaedic Research Societyそれぞれの学会より受

賞を受けるなど国際的に高く評価されている。DNゲルの優れた力学

物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着の実現はこ

の新しい生体材料の医学への応用に大きな期待ができ、これらの成

果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組織

再生治療法や代替組織の開発等を行っている。

腫瘍病理学教室では、高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細

胞標的・次世代型癌個別化医療の開発に向けて研究を推進・展開し

ている。がん幹細胞は、がん幹細胞ニッシェと呼ばれる特殊な生体内

環境に生存し、放射線療法や化学療法に対して治療抵抗性を示し再

発の原因となる。癌の根治を目指す治療戦略としてがん幹細胞に有

効な治療薬の適用が必要であるが、がん幹細胞の数の少なさと多様

性（ヘテロジェナイティ）から、これまでがん幹細胞の性状解析は困難

であった。当研究室では先行研究により、北大先端生命研究院のグ

ン博士らが開発したDNゲル上でがん細胞を培養すると、短時間で効

率的にがん幹細胞を誘導できることを見出した。DNゲルは負電荷を

有するPAMPS分子と高い弾性を与えるPDMAAm分子から構成され

る。DNゲル上でがん細胞を培養すると一日以内に幹細胞様sphere

（球塊）を形成し、幹細胞マーカーSox2、Oct3/4、Nanogの発現が上

昇、免疫不全マウスの脳内において腫瘍形成能力を獲得した。本技

術を用いることにより、各がん患者のがん幹細胞を積極的に誘導し

解析することが可能となる（特許出願番号：2017-028833。出願日：

平成29年2月20日）。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療に関する臨床治験が2016年より開始されており、本格

的な臨床応用のステージに突入している。現在は、本マテリアルの臨

床応用拡大を目指した橋渡し研究を行っている。具体的には、椎間

板および半月板再生に関する研究を行っており、これらの研究成果

を基盤として、新たな臨床応用を目指している。

これらの研究成果を基盤とし、当該年度は、高分子ハイドロゲルを

用いてがん幹細胞に有効な薬剤をスクリーニングする技術を確立

し、がん幹細胞に対して有効な候補薬剤を複数同定することに成功

した。tdTomato-Luc2を安定発現した膠芽腫細胞株KMG4および膀

胱癌細胞株UM-UC-3をDNゲル上で培養してがん幹細胞を誘導後、

288種類の薬剤に対する効果を検討した。これを通常培養で使用す

るポリスチレンdish上で培養したがん細胞の薬剤反応性と比較し、

がん細胞とがん幹細胞の両方に有効な薬剤、およびがん幹細胞特異

的に有効な薬剤を複数同定した。

これらの技術と研究成果を基盤として、今後は高分子ハイドロゲル

を用いてがん幹細胞を標的とした分子標的薬剤をハイスループット

でスクリーニングし、標準治療後に出現するであろうがん幹細胞への

治療を見据えた全く新しいコンセプトの「がん幹細胞診断キット」を

創出予定である。将来的に、様々な腫瘍において「高機能ハイドロゲ

ルを基盤とするがん幹細胞標的次世代型癌個別化医療」の開発を目

指す。
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平成30年度教室別研究概要
分子・細胞イメージング分野
基盤教室　核医学教室
連携教室　機能画像科学教室

核医学教室では、医理工学院「医用画像解析学分野」・「応用分子

画像科学分野」、連携分野である「機能画像科学教室」、他の臨床系

教室である「脳神経外科学教室」・「腫瘍内科学教室」、歯学院の「口

腔診断内科学教室」や企業と協調して、PET（ポジトロン断層撮影法）

の臨床的有用性、First-in-manから先進医療・治験まで含めた新規イ

メージング製剤・内照射治療の開発、撮像機器などの開発を行って

いる。

昨年度施行した主なものとしては、①メチオニンPETの先進医療B

（炭素11標識メチオニンPET診断による放射線治療後の再発の検

出）の実施、②メチオニンPETの先進医療B（臨床症状・経過及び 

MRI 検査から初発の神経膠腫を疑われ生検又は摘出術を要する症

例における炭素 11 標識メチオニン PET 診断）の実施、③I-131 

MIBG治療の先進医療Bの実施、④日本メジフィジックス社と共同開

発した新規低酸素イメージング剤F-18 DiFAの探索的試験の実施、

⑤低酸素イメージングFMISOの臨床的有用性に関する探索研究、⑥

Phillip社と共同して3D-PET/CT装置でのO-15 Gas PET検査方法の

開発等を行った。

機能画像科学教室では、脳腫瘍診断における「炭素11標識メチオ

ニン（11C-MET）PET」の有用性に関して、二つの臨床試験を進めて

いる。一つは「放射線治療後の再発の検出」、もう一つが「神経膠腫を

疑われた患者における有用性」であり、ともに先進医療Bの承認のも

と北大病院を研究代表施設とし、大阪大学附属病院と連携した他施

設共同前向き研究である。また、今後福島県立医大の参加も予定さ

れており、3大学の共同研究となることが予定されている。前者の「放

射線治療後の再発の検出」は、悪性神経膠腫や転移性脳腫瘍の標準

的治療方法である放射線治療後に生じる可能性のある放射線壊死

を真の再発と鑑別する試験である。MRIなどの旧来の画像では鑑別

が難しいことが多い放射線壊死と再発であるが、再発病変は

11C-METの取り込みが放射線壊死より亢進することを利用して鑑別

を行う。治療方針がまったく異なる両者の鑑別が可能になれば臨床

的な有用性は極めて高い。2015年2月から試験が開始となり、現在

約59例（登録予定症例99例）に達し、間もなく終了の見込みである。

また、後者の「神経膠腫における有用性」に関しては2016年5月から

開始となった試験である。腫瘍摘出量が予後と強い相関関係をもつ

神経膠腫では、MRIでの増強病変以上に広がった腫瘍浸潤範囲の描

出が見込まれている11C-METは極めて実用的な検査法である。本試

験は46例の登録を予定しているが、2016年5月より登録を開始し、

すでに53例の試験参加があり極めて順調に症例集積が進んでいる。

11C-MET PETは本邦を含め世界各国ではいまだ未承認の薬剤であ

り、本試験が世界に先駆けて11C-ETの薬事承認を目指しているとい

う点から大変注目されており、成功に向けて試験を進捗させていく次

第である。

再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための

新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野で

は、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持

つ新しいソフト＆ウェットマテリアル(高分子ゲル)の創出、２）これを

擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解

明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図る

ことによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行ってお

り、世界をリードする成果を着実に上げつつある。

当分野では、北大先端生命研究院、北大創成研究機構および産業

技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに種々の

多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）には軟

骨表面置換材料だけでなく、生体内軟骨再生誘導能があることを報

告してきた。現在のDNゲルを改良する先端技術および次世代多機

能性ゲルの開発を並行して行っており、その手法の一つである分子

ステント法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロ

ン酸などの生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規

DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認してい

る。さらにDNゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイ

トナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生

能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これま

でゲルの高い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持すること

が困難であり、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていた

が、関節内埋植実験の詳細な観察（組織、TEM）により、ゲルの内部に

まで骨組織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形

成することを明らかとした。これらの成果はInternational Union of 

Materials Research Societies - International Conference in Asia

(IUMRS-ICA)、Orthopaedic Research Societyそれぞれの学会より受

賞を受けるなど国際的に高く評価されている。DNゲルの優れた力学

物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着の実現はこ

の新しい生体材料の医学への応用に大きな期待ができ、これらの成

果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組織

再生治療法や代替組織の開発等を行っている。

腫瘍病理学教室では、高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細

胞標的・次世代型癌個別化医療の開発に向けて研究を推進・展開し

ている。がん幹細胞は、がん幹細胞ニッシェと呼ばれる特殊な生体内

環境に生存し、放射線療法や化学療法に対して治療抵抗性を示し再

発の原因となる。癌の根治を目指す治療戦略としてがん幹細胞に有

効な治療薬の適用が必要であるが、がん幹細胞の数の少なさと多様

性（ヘテロジェナイティ）から、これまでがん幹細胞の性状解析は困難

であった。当研究室では先行研究により、北大先端生命研究院のグ

ン博士らが開発したDNゲル上でがん細胞を培養すると、短時間で効

率的にがん幹細胞を誘導できることを見出した。DNゲルは負電荷を

有するPAMPS分子と高い弾性を与えるPDMAAm分子から構成され

る。DNゲル上でがん細胞を培養すると一日以内に幹細胞様sphere

（球塊）を形成し、幹細胞マーカーSox2、Oct3/4、Nanogの発現が上

昇、免疫不全マウスの脳内において腫瘍形成能力を獲得した。本技

術を用いることにより、各がん患者のがん幹細胞を積極的に誘導し

解析することが可能となる（特許出願番号：2017-028833。出願日：

平成29年2月20日）。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療に関する臨床治験が2016年より開始されており、本格

的な臨床応用のステージに突入している。現在は、本マテリアルの臨

床応用拡大を目指した橋渡し研究を行っている。具体的には、椎間

板および半月板再生に関する研究を行っており、これらの研究成果

を基盤として、新たな臨床応用を目指している。

これらの研究成果を基盤とし、当該年度は、高分子ハイドロゲルを

用いてがん幹細胞に有効な薬剤をスクリーニングする技術を確立

し、がん幹細胞に対して有効な候補薬剤を複数同定することに成功

した。tdTomato-Luc2を安定発現した膠芽腫細胞株KMG4および膀

胱癌細胞株UM-UC-3をDNゲル上で培養してがん幹細胞を誘導後、

288種類の薬剤に対する効果を検討した。これを通常培養で使用す

るポリスチレンdish上で培養したがん細胞の薬剤反応性と比較し、

がん細胞とがん幹細胞の両方に有効な薬剤、およびがん幹細胞特異

的に有効な薬剤を複数同定した。

これらの技術と研究成果を基盤として、今後は高分子ハイドロゲル

を用いてがん幹細胞を標的とした分子標的薬剤をハイスループット

でスクリーニングし、標準治療後に出現するであろうがん幹細胞への

治療を見据えた全く新しいコンセプトの「がん幹細胞診断キット」を

創出予定である。将来的に、様々な腫瘍において「高機能ハイドロゲ

ルを基盤とするがん幹細胞標的次世代型癌個別化医療」の開発を目

指す。
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光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
基盤教室　放射線医学教室
連携教室　分子・細胞動態計測教室

本研究分野では、乳癌等の様々ながん種において低分子量G蛋白

質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進する分子装

置であること、治療抵抗性の高い腎明細胞癌において当該経路が薬

剤耐性に関わる間充織型シグナル経路であることを明らかにしてき

た。乳癌においては、機能獲得型変異p53による細胞内メバロン酸代

謝経路活性の亢進がARF6経路の活性化に関与し、浸潤・転移、薬剤

耐性に関与することを見出してきた。また、これらに共通する下流因

子として上皮－間充織形質転換（Epithe l ia l -mesenchymal  

transition; EMT）に伴い誘導されるEPB41L5が関与すること、上流

のメカニズムとしては、それぞれリゾフォスファチジン酸 (LPA)とその

G蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）、RAB11bとその脂質修

飾が重要であることを既に明らかにしている（図左および図中）。メバ

ロン酸代謝経路を介するRAB11bの脂質修飾およびARF6経路の活

性化については、当該代謝経路の阻害剤である種々のスタチンによ

りゲラニルゲラニルピロリン酸の産生を抑制することで阻害が可能

であり（図中）、結果として浸潤・転移および薬剤抵抗性を著しく減弱

できることも確認している。

さらに最近の研究から、ARF6経路がインテグリンの制御を介して

細胞内ミトコンドリア動態を制御すること、それによって浸潤性に必

要な活性酸素種の産生能を維持しながら、ミトコンドリアの集積によ

り誘発される活性酸素種の増幅を回避していることを明らかにした

（図右）。また、このメカニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すこ

とにより、活性酸素種の増大による放射線増感が可能であることを確

認している。ミトコンドリアの動態および形態の制御とEMTおよび治

療抵抗性の関連については、超解像解析や代謝解析をあわせて行う

ことによって、新たな知見が得られつつある。

放射線医学教室や国際連携研究教育局（GI-CoRE）量子医理工学

グローバルステーションとの連携をさらに強め、光イメージング技術

を駆使しながら、がん細胞の悪性化や治療抵抗性に関わる分子基盤

を明らかにしていく予定である。

陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線治療医学教室
連携教室　陽子線治療医学教室

協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野
協力組織　病院陽子線治療センター
協力組織　病院分子追跡放射線医療寄附研究部門

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績と、量子医理工学グローバルステーション

により米国スタンフォード大学から誘致した研究ユニットを活かし、

がん治療技術のイノベーションを創出し、世界に還元することを目

的とする。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低

酸素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。

動体追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コン

ピュータを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病

院と連携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、イ

ンパクトの大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の90％

を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を西半球で初

めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医である

Quynh-Thu Le教授、放射線生物学で高名なAmato Giaccia教授、

医学物理学で高名なLei Xing教授らがGI-CoREのメンバーになっ

ており、彼らの指導のもとに、本研究院で強力な研究を進める。ま

た、GI-CoREの研究活動と医理工学院の教育活動の一環として、8

月には第5回GI-CoRE医学物理サマースクール/北海道サマーイン

スティチュート、第1回GI-CoRE放射線生物サマースクール/北海道

サマーインスティチュートを開催する。さらに、医学研究院・歯学部・

医理工学院・北海道大学病院・GI-CoREに所属するスタッフが共同

で、英語による放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、

最先端研究の活発なディスカッションを通して、北大内における学

部学生・大学院生の教育も積極的に行っている。

本分野は、量子医理工学グローバル·ステーションの枠組みを活

用し、北海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携

で研究と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医

学や医学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部

教育への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に

沿った優れた研究と教育を推進していく。

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

（図）腎明細胞癌におけるARF6経路の活性化とinvadopodia形成（左、2016 Nat Commun）、乳癌におけるARF6経路の活性化と超解像顕微鏡
によるARF6とRAB11bの分布解析（中、2016 J Cell Biol）、乳癌におけるミトコンドリア集積部でのROS局所増幅減少の可視化（右、2018 Nat 
Commun）。

ミトコンドリアにおけるROS増幅
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光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
基盤教室　放射線医学教室
連携教室　分子・細胞動態計測教室

本研究分野では、乳癌等の様々ながん種において低分子量G蛋白

質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進する分子装

置であること、治療抵抗性の高い腎明細胞癌において当該経路が薬

剤耐性に関わる間充織型シグナル経路であることを明らかにしてき

た。乳癌においては、機能獲得型変異p53による細胞内メバロン酸代

謝経路活性の亢進がARF6経路の活性化に関与し、浸潤・転移、薬剤

耐性に関与することを見出してきた。また、これらに共通する下流因

子として上皮－間充織形質転換（Epithe l ia l -mesenchymal  

transition; EMT）に伴い誘導されるEPB41L5が関与すること、上流

のメカニズムとしては、それぞれリゾフォスファチジン酸 (LPA)とその

G蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）、RAB11bとその脂質修

飾が重要であることを既に明らかにしている（図左および図中）。メバ

ロン酸代謝経路を介するRAB11bの脂質修飾およびARF6経路の活

性化については、当該代謝経路の阻害剤である種々のスタチンによ

りゲラニルゲラニルピロリン酸の産生を抑制することで阻害が可能

であり（図中）、結果として浸潤・転移および薬剤抵抗性を著しく減弱

できることも確認している。

さらに最近の研究から、ARF6経路がインテグリンの制御を介して

細胞内ミトコンドリア動態を制御すること、それによって浸潤性に必

要な活性酸素種の産生能を維持しながら、ミトコンドリアの集積によ

り誘発される活性酸素種の増幅を回避していることを明らかにした

（図右）。また、このメカニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すこ

とにより、活性酸素種の増大による放射線増感が可能であることを確

認している。ミトコンドリアの動態および形態の制御とEMTおよび治

療抵抗性の関連については、超解像解析や代謝解析をあわせて行う

ことによって、新たな知見が得られつつある。

放射線医学教室や国際連携研究教育局（GI-CoRE）量子医理工学

グローバルステーションとの連携をさらに強め、光イメージング技術

を駆使しながら、がん細胞の悪性化や治療抵抗性に関わる分子基盤

を明らかにしていく予定である。

陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線治療医学教室
連携教室　陽子線治療医学教室

協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野
協力組織　病院陽子線治療センター
協力組織　病院分子追跡放射線医療寄附研究部門

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績と、量子医理工学グローバルステーション

により米国スタンフォード大学から誘致した研究ユニットを活かし、

がん治療技術のイノベーションを創出し、世界に還元することを目

的とする。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低

酸素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。

動体追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コン

ピュータを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病

院と連携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、イ

ンパクトの大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の90％

を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を西半球で初

めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医である

Quynh-Thu Le教授、放射線生物学で高名なAmato Giaccia教授、

医学物理学で高名なLei Xing教授らがGI-CoREのメンバーになっ

ており、彼らの指導のもとに、本研究院で強力な研究を進める。ま

た、GI-CoREの研究活動と医理工学院の教育活動の一環として、8

月には第5回GI-CoRE医学物理サマースクール/北海道サマーイン

スティチュート、第1回GI-CoRE放射線生物サマースクール/北海道

サマーインスティチュートを開催する。さらに、医学研究院・歯学部・

医理工学院・北海道大学病院・GI-CoREに所属するスタッフが共同

で、英語による放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、

最先端研究の活発なディスカッションを通して、北大内における学

部学生・大学院生の教育も積極的に行っている。

本分野は、量子医理工学グローバル·ステーションの枠組みを活

用し、北海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携

で研究と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医

学や医学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部

教育への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に

沿った優れた研究と教育を推進していく。

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

（図）腎明細胞癌におけるARF6経路の活性化とinvadopodia形成（左、2016 Nat Commun）、乳癌におけるARF6経路の活性化と超解像顕微鏡
によるARF6とRAB11bの分布解析（中、2016 J Cell Biol）、乳癌におけるミトコンドリア集積部でのROS局所増幅減少の可視化（右、2018 Nat 
Commun）。

ミトコンドリアにおけるROS増幅
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人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学教室は、北海道大学病院 臨床研究開発センターの生

物統計学部門と協力し、医師主導治験を複数支援しており、レギュラ

トリーサイエンスにおける生物統計学的支援を行った。

共同研究「新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究」において

は、放射性医薬品という特殊性を有する医薬品の臨床開発において

治験プロトコールの生物統計学的側面について日本メジフィジック

ス社と共同研究を行った。

レギュラトリーサイエンスに関する社会活動として、PMDAの外部

専門委員をしており、新規医薬品の臨床試験データについて、生物

統計学の専門家としてコメントを行った。平成29年度の実績は書面

協議として11件、対面協議として1件であった。

協力組織：病院臨床研究開発センター

本組織は、文部科学省「橋渡し研究加速ネットワークプログラム」、

厚生労働省「臨床研究品質確保体制整備事業」が統合された「革新

的医療技術創出拠点プロジェクト」（以下、本プロジェクト）と連動し、

活動を行っている。本組織においては、同センターと密接に連動し、

かつ医学統計学分野、評価科学分野と連携して、本学の研究者の

シーズの実用化に向けた取り組みを支援している。

本プロジェクトに関連する研究支援として、再生医療製品等を含め

た医師主導治験を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際

の治験の運用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。ま

た、治験以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積

極的に行っている。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジ

メントの手法やノウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教

育に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータパッケー

ジ、②少数の被験者でも合理的に有効性・安全性を評価するための

留意事項、③再生医療等製品（含：遺伝子治療製品）の臨床試験の開

始に必要とされる要件、④核酸医薬品の非臨床安全性評価について

検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドライン

の作成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であり、種々のガイ

ドラインの作成にも携わっている。

連携研究センターで展開されている２つの主たる研究プロジェクトの概要
①ＡＭＥＤ（日本医療研究開発機構）研究事業

制度名 研究課題名（代表者氏名） 研究期間 平成29年度助成額

革新的がん医療実用化
研究事業 平成29～31年度 84,646千円

産学連携医療イノベー
ション創出プログラム 平成27～29年度 53,820千円

研究の目的はメチオニン専用自動合成装置（C-MET100）により製

造した炭素11標識メチオニンを使用したPET検査の放射線照射後

の再発の検出における有用性がFDGと比較し優位であること検証す

ること、および院内でC-MET100により製造した炭素11標識メチオニ

ンの安全性を信頼性の高いデータで確認し、C-MET100の医療機器

薬事承認につなげることである。炭素11標識メチオニンPET診断は

有用性の高い検査であるが、現在の所どこの国でも承認が得られて

いない。厚生労働省・PMDAと相談の結果、検査に係る費用を患者負

担として実施できる先進医療制度による臨床試験を行い、そのデー

タを活用して炭素11標識メチオニン合成装置の医療機器としての薬

事承認取得をめざすこととなった。平成26年11月の先進医療会議で

北海道大学病院での先進医療Bが承認され、平成27年1月より北海

道大学病院において試験を開始した。また、大阪大学医学部附属病

院も平成27年8月に先進医療Bの承認を取得し12月に北大病院との

多施設共同臨床試験を開始した。その後、両医療機関で着実に症例

収集を推進し、平成29年度末時点において、PET検査実施症例とし

て53症例を蓄積した。そのうち、主要評価に必要な病理陽性症例（再

発ありと診断された症例）は31症例に達しており、目標の33症例まで

2例を残すのみとなった。一方、症例収集加速のため、実施医療機関

として本試験に参加する福島県立医科大学附属病院での試験開始

準備を支援した結果、平成30年1月にPET薬剤院内製造体制につい

て日本核医学会の認証取得、3月1日付で先進医療Bの承認取得につ

ながり、平成30年4月以降の症例登録開始を目途づけた。

＜研究内容＞

▶「炭素11標識メチオニンPETによる脳腫瘍診断」

今回開発した低酸素イメージング製剤 [18F]DiFAは、同一患者内

の個々の腫瘍の放射線療法・化学療法の治療効果予測を可能とする

診断技術であり、腫瘍毎への個別化医療という革新的な医療への扉

が開かれる。本研究では、（1）早期探索臨床研究、（2）動物実験によ

るPOC取得、（3）臨床研究への薬剤安定供給体制の確立、（4）プロト

タイプ自動合成装置の開発を行う。本提案で実施される臨床研究の

成果は、プロトタイプ全自動合成装置の開発に生かされ、医療機器

又は／及び医薬品の開発につながると考えられる。平成29年度は担

癌患者を対象とした探索的研究を実施し、それに伴い、動物実験で

の追加検討、およびプロトタイプ自動合成装置の追加検討などを行

い、成果を得た。

▶「がんの個別化治療戦略を実現する革新的ＰＥＴ診断技術の開発：［18Ｆ］DiFAによる低酸素イメージング」

Precision Medicine時代を切り拓く
11C標識メチオニンの脳腫瘍診断に
関する研究-薬剤自動合成装置の医療
機器承認取得を目指して-（志賀　哲）

がんの個別化治療戦略を実現する革
新的PET診断技術の開発：［18F］DiFA
による低酸素イメージング（志賀　哲）
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人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学教室は、北海道大学病院 臨床研究開発センターの生

物統計学部門と協力し、医師主導治験を複数支援しており、レギュラ

トリーサイエンスにおける生物統計学的支援を行った。

共同研究「新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究」において

は、放射性医薬品という特殊性を有する医薬品の臨床開発において

治験プロトコールの生物統計学的側面について日本メジフィジック

ス社と共同研究を行った。

レギュラトリーサイエンスに関する社会活動として、PMDAの外部

専門委員をしており、新規医薬品の臨床試験データについて、生物

統計学の専門家としてコメントを行った。平成29年度の実績は書面

協議として11件、対面協議として1件であった。

協力組織：病院臨床研究開発センター

本組織は、文部科学省「橋渡し研究加速ネットワークプログラム」、

厚生労働省「臨床研究品質確保体制整備事業」が統合された「革新

的医療技術創出拠点プロジェクト」（以下、本プロジェクト）と連動し、

活動を行っている。本組織においては、同センターと密接に連動し、

かつ医学統計学分野、評価科学分野と連携して、本学の研究者の

シーズの実用化に向けた取り組みを支援している。

本プロジェクトに関連する研究支援として、再生医療製品等を含め

た医師主導治験を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際

の治験の運用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。ま

た、治験以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積

極的に行っている。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジ

メントの手法やノウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教

育に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータパッケー

ジ、②少数の被験者でも合理的に有効性・安全性を評価するための

留意事項、③再生医療等製品（含：遺伝子治療製品）の臨床試験の開

始に必要とされる要件、④核酸医薬品の非臨床安全性評価について

検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドライン

の作成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であり、種々のガイ

ドラインの作成にも携わっている。

連携研究センターで展開されている２つの主たる研究プロジェクトの概要
①ＡＭＥＤ（日本医療研究開発機構）研究事業

制度名 研究課題名（代表者氏名） 研究期間 平成29年度助成額

革新的がん医療実用化
研究事業 平成29～31年度 84,646千円

産学連携医療イノベー
ション創出プログラム 平成27～29年度 53,820千円

研究の目的はメチオニン専用自動合成装置（C-MET100）により製

造した炭素11標識メチオニンを使用したPET検査の放射線照射後

の再発の検出における有用性がFDGと比較し優位であること検証す

ること、および院内でC-MET100により製造した炭素11標識メチオニ

ンの安全性を信頼性の高いデータで確認し、C-MET100の医療機器

薬事承認につなげることである。炭素11標識メチオニンPET診断は

有用性の高い検査であるが、現在の所どこの国でも承認が得られて

いない。厚生労働省・PMDAと相談の結果、検査に係る費用を患者負

担として実施できる先進医療制度による臨床試験を行い、そのデー

タを活用して炭素11標識メチオニン合成装置の医療機器としての薬

事承認取得をめざすこととなった。平成26年11月の先進医療会議で

北海道大学病院での先進医療Bが承認され、平成27年1月より北海

道大学病院において試験を開始した。また、大阪大学医学部附属病

院も平成27年8月に先進医療Bの承認を取得し12月に北大病院との

多施設共同臨床試験を開始した。その後、両医療機関で着実に症例

収集を推進し、平成29年度末時点において、PET検査実施症例とし

て53症例を蓄積した。そのうち、主要評価に必要な病理陽性症例（再

発ありと診断された症例）は31症例に達しており、目標の33症例まで

2例を残すのみとなった。一方、症例収集加速のため、実施医療機関

として本試験に参加する福島県立医科大学附属病院での試験開始

準備を支援した結果、平成30年1月にPET薬剤院内製造体制につい

て日本核医学会の認証取得、3月1日付で先進医療Bの承認取得につ

ながり、平成30年4月以降の症例登録開始を目途づけた。

＜研究内容＞

▶「炭素11標識メチオニンPETによる脳腫瘍診断」

今回開発した低酸素イメージング製剤 [18F]DiFAは、同一患者内

の個々の腫瘍の放射線療法・化学療法の治療効果予測を可能とする
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関する研究-薬剤自動合成装置の医療
機器承認取得を目指して-（志賀　哲）

がんの個別化治療戦略を実現する革
新的PET診断技術の開発：［18F］DiFA
による低酸素イメージング（志賀　哲）
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　北海道大学の強み・特色を活かした国際連携研究・教育の推進

と、部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世界

トップレベルの教員を国内外及び学内から結集した総長直轄の教員

組織として、平成２６年４月、国際連携研究教育局（GI-CoRE）が設

置された。平成２７年度は既に米国スタンフォード大学から４名の

研究者を招へいしている。

　GI-CoREの特色は以下の通りである。

　1） GI-CoRE 内に置かれているグローバルステーションに、国内外

から世界トップレベルの教育研究ユニットを誘致し、学内関連

分野の世界トップレベル教員とともに、国際連携研究・教育を

推進。

　2） 研究費等を重点的に配分。

　3） 所属教員には、新たな人事・給与制度等を適用。

　4） 教育研究に集中できる環境を構築するため、所属教員の管理

運営業務を免除。

　5） 教育研究成果を、全学的な組織改革に活かす。

○以下の６つのグローバルステーションを設置。

　1） 量子医理工学グローバルステーション（平成26年4月設置）

　2） 人獣共通感染症グローバルステーション（平成26年4月設置）

　3） 食水土資源グローバルステーション（平成27年4月設置）

　4） ソフトマターグローバルステーション（平成28年4月設置）

　5） ビッグデータ・サイバーセキュリティグローバルステーション

（平成28年4月設置）

　6） 北極域研究グローバルステーション（平成28年4月設置）

  

○各グローバルステーションにステーション長を置き、関連分野の中

核となる教員をもって充てる。

○実際の研究活動は、以下の関連部局において実施する。

　1） 量子医理工学グローバルステーション…医学研究院　北海道

大学病院陽子線治療センター

　2） 人獣共通感染症グローバルステーション…獣医学研究院、人

獣共通感染症リサーチセンター

　3） 食水土資源グローバルステーション…農学研究院

　4） ソフトマターグローバルステーション…先端生命科学研究院

　5） ビッグデータ･サイバーセキュリティグローバルステーション…

情報科学研究科、情報基盤センターと北海道大学病院

　6） 北極域研究グローバルステーション…北極域研究センター

○教員配置

　1） 国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度を

活用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE に

所属するが、実情に応じて関連部局等を兼務することができ

る。

　2） 学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員を

GI-CoRE に配置する。

＊GI-CoREホームページ

　http://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/

②国際連携研究教育局（GI-CoRE）

平成29年度連携研究センター業績
ANNUAL REPORT 2017
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准 教 授 志賀　　哲

特任助教 真鍋　　治 小林 健太郎 鈴木 江リ子

助　　教 平田　健司

教　　授 岩崎　倫政

教　　授 田中　伸哉

講　　師 小野寺 智洋

准 教 授 津田 真寿美

助　　教 テルカウィ アラー

講　　師 谷野 美智枝

特任助教 角家　　健

教　　授 玉腰　暁子 准 教 授 中村　幸志 助　　教 鵜川　重和

准 教 授 伊藤　陽一
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助　　教 榎木　亮介
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第12回　北海道大学医学研究院連携研究センター
研究成果発表会

プログラム
1． センター長挨拶（13：25～13：30）

2． 各分野報告（13：30～16：15）

 （1） 分子・細胞イメージング分野：座長　准教授　志賀　哲（13：30～14：00）

  「先進医療Bによる11C標識メチオニンPET脳腫瘍診断の臨床試験　進捗状況報告」　　 　

    演者　特任助教　小林　健太郎

 （2） 再生医学・組織工学分野：座長　教授　田中　伸哉（14：00～14：30）

  「高分子ハイドロゲルを基盤としたがん幹細胞診断技術の開発」

    演者　准教授　津田　真寿美

 （3） 光バイオイメージング分野：座長　教授　佐邊　壽孝（14：30～15：00）

  「超解像イメージングから見えてきた, p53の新機能」

    演者　講師　及川　司

   ―  休憩（15分） ―

 （4） 陽子線治療研究分野：座長　助教　南　璡旼（15：15～15：45）

  「Targeting cancer stemness and radioresistance of metastatic pancreatic cancer」

    演者　GI-CoRE　GSQ・博士研究員　謝　綺哲

 （5） 人対象医学研究推進分野：座長　教授　荒戸　照世（15：45～16：15）

  「ウルトラオートファンドラッグ開発のための試験デザインのポイントとは」

    演者　大学院博士課程　前田　浩次郎

3． 特別講演（16：15～17：00）

  「医薬品の研究開発を巡る状況について」

   演者　河野　典厚（国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

   臨床研究・治験基盤事業部長・創薬戦略部長）

4． 閉会の辞（17：00）

平成29年度　研究セミナー

ANNUAL REPORT 2017

〇連携研究センター全体

〇その他

日　時　　平成29年11月28日（火）　13：25～17：00
場　所　　北海道大学医学部学友会館「フラテ」ホール
　　　　　札幌市北区北15条西7丁目

分子・細胞イメージング分野　核医学教室・機能画像科学教室

第85回機能画像診断セミナー
前立腺癌に対するドイツの新しいPSMA-PETとPSMA治療 平成29年 5 月 8 日1

第86回機能画像診断セミナー
機能画像診断の話題　─PET, PET/MRIを中心に─

平成29年 7 月 7 日2

第87回機能画像診断セミナー
Deep learningを核医学に利用する

平成29年 9 月11日3

第88回機能画像診断セミナー
FDG PET-CTで偶発的にみられる　小腸の局所集積をどう判断するか

平成29年11月20日4

第89回機能画像診断セミナー
PETを用いた心疾患の定量評価

平成30年 1 月15日5

第90回機能画像診断セミナー
新しいRI内用療法　─DOTA-TATE,PSMA─

平成30年 3 月12日6

陽子線治療研究分野

GI-CoRE GSQ, GSB, & IGM Joint Symposium 
(The 5th GSQ Symposium & 1st GSB Syposium)

平成29年 7 月10～11日1

The 4th GI-CoRE Summer School for Medical Physics 平成29年 8 月21～25日2

Special Seminar by Professor Johannes A. Langendijk 平成29年11月15日3

Winter Seminar 2018-Medical Physics and Radiation Oncology 平成30年 2 月22日

札幌

札幌

札幌

札幌4

人対象医学研究推進分野　公衆衛生学教室・病院臨床研究開発センター

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 6 月20日1

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 9 月 7 日2

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 9 月11日3

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 9 月13日4

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成30年 1 月11日5

北海道公衆衛生学会 開催 札幌 平成29年11月18日6

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 4 月12日7

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 4 月20日8

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 6 月21日9

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 7 月26日10

臨床研究セミナー* 札幌 平成29年 8 月31日11

臨床研究セミナー 札幌 平成29年10月 6 日12

臨床研究セミナー 札幌 平成29年11月 8 日13

臨床研究セミナー 札幌 平成30年 1 月10日14

臨床研究セミナー 札幌 平成30年 2 月28日15

臨床研究セミナー 札幌 平成30年 3 月28日16

日本臨床薬理学会 北海道・東北地方会開催 札幌 平成29年 7 月15日17
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 （2） 再生医学・組織工学分野：座長　教授　田中　伸哉（14：00～14：30）

  「高分子ハイドロゲルを基盤としたがん幹細胞診断技術の開発」

    演者　准教授　津田　真寿美

 （3） 光バイオイメージング分野：座長　教授　佐邊　壽孝（14：30～15：00）

  「超解像イメージングから見えてきた, p53の新機能」

    演者　講師　及川　司

   ―  休憩（15分） ―

 （4） 陽子線治療研究分野：座長　助教　南　璡旼（15：15～15：45）

  「Targeting cancer stemness and radioresistance of metastatic pancreatic cancer」

    演者　GI-CoRE　GSQ・博士研究員　謝　綺哲

 （5） 人対象医学研究推進分野：座長　教授　荒戸　照世（15：45～16：15）

  「ウルトラオートファンドラッグ開発のための試験デザインのポイントとは」

    演者　大学院博士課程　前田　浩次郎

3． 特別講演（16：15～17：00）

  「医薬品の研究開発を巡る状況について」

   演者　河野　典厚（国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

   臨床研究・治験基盤事業部長・創薬戦略部長）

4． 閉会の辞（17：00）

平成29年度　研究セミナー

ANNUAL REPORT 2017

〇連携研究センター全体

〇その他

日　時　　平成29年11月28日（火）　13：25～17：00
場　所　　北海道大学医学部学友会館「フラテ」ホール
　　　　　札幌市北区北15条西7丁目

分子・細胞イメージング分野　核医学教室・機能画像科学教室

第85回機能画像診断セミナー
前立腺癌に対するドイツの新しいPSMA-PETとPSMA治療 平成29年 5 月 8 日1

第86回機能画像診断セミナー
機能画像診断の話題　─PET, PET/MRIを中心に─

平成29年 7 月 7 日2

第87回機能画像診断セミナー
Deep learningを核医学に利用する

平成29年 9 月11日3

第88回機能画像診断セミナー
FDG PET-CTで偶発的にみられる　小腸の局所集積をどう判断するか

平成29年11月20日4

第89回機能画像診断セミナー
PETを用いた心疾患の定量評価

平成30年 1 月15日5

第90回機能画像診断セミナー
新しいRI内用療法　─DOTA-TATE,PSMA─

平成30年 3 月12日6

陽子線治療研究分野

GI-CoRE GSQ, GSB, & IGM Joint Symposium 
(The 5th GSQ Symposium & 1st GSB Syposium)

平成29年 7 月10～11日1

The 4th GI-CoRE Summer School for Medical Physics 平成29年 8 月21～25日2

Special Seminar by Professor Johannes A. Langendijk 平成29年11月15日3

Winter Seminar 2018-Medical Physics and Radiation Oncology 平成30年 2 月22日

札幌

札幌

札幌

札幌4

人対象医学研究推進分野　公衆衛生学教室・病院臨床研究開発センター

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 6 月20日1

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 9 月 7 日2

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 9 月11日3

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成29年 9 月13日4

公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 平成30年 1 月11日5

北海道公衆衛生学会 開催 札幌 平成29年11月18日6

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 4 月12日7

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 4 月20日8

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 6 月21日9

臨床研究セミナー 札幌 平成29年 7 月26日10

臨床研究セミナー* 札幌 平成29年 8 月31日11

臨床研究セミナー 札幌 平成29年10月 6 日12

臨床研究セミナー 札幌 平成29年11月 8 日13

臨床研究セミナー 札幌 平成30年 1 月10日14

臨床研究セミナー 札幌 平成30年 2 月28日15

臨床研究セミナー 札幌 平成30年 3 月28日16

日本臨床薬理学会 北海道・東北地方会開催 札幌 平成29年 7 月15日17
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英文原著論文
（1） Sato A, Aonuma K, Watanabe M, Hirayama A, Tamaki N, 

Tsutsui H, Toyoaki M, Ogawa H, Akasaka T, Yoshimura 
M, Takayama T, Sakakibara M, Suzuki S, Ishigami K, 
Onoue K ,  Sa i to  Y :  CINC-J  s tudy invest igators .  
Association of contrast-induced nephropathy with risk 
of adverse clinical outcomes in patients with cardiac 
catheterization: From the CINC-J study. Int J Cardiol. 
227:424-429, 2017

（2） Okamoto S, Thieme A, Allmann J, D'Alessandria C, 
Maurer T, Retz M, Tauber R, Heck MM, Wester HJ, 
Tamaki N,  Fendlder WP, Herrmann K,  Pfob CH, 
Scheidhauer K, Schwaiger M, Ziegler S, Eiber M: 
Radiation dosimetry for 177Lu-PSMA-I&T in metastatic 
castration-resistant prostate cancer: Absorbed dose in 
normal organs and tumor lesions. J Nucl Med. 58(3): 
445-450, 2017

（3） Aikawa T, Naya M, Obara M, Manabe O, Tomiyama Y, 
Magota K, Yamada S, Katoh C, Tamaki N, Tsutsui H: 
Impaired myocardial sympathetic innervation is 
associated with diastolic dysfunction in patients with 
heart  fa i lure with preserved e ject ion fract ion:  
11C-hydroxyephedrine PET Study. J Nucl Med. 58(5): 
784-790, 2017

（4） Toyonaga T, Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N: 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 
Imaging. 44(4): 611-619, 2017

（5） Shimizu Y, Hanzawa H, Zhao Y, Fukura S, Nishijima KI, 
Sakamoto T, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Immunoglobul in  G ( IgG) -based imag ing probe 
a c c umu l a t e s  i n  M1  ma c r oph ag e - i n fi l t r a t e d  
atherosclerotic plaques independent of IgG target 
molecule expression. Mol Imaging Biol 19(4): 531-539, 
2017

（6） Abiko K, Ikoma K, Shiga T, Katoh C, Hirata K, Kuge Y, 
Kobayashi K, Tamaki N: I-123 iomazenil single photon 
emission computed tomography for detecting loss of 
neuronal integrity in patients with traumatic brain 
injury.　EJNMMI Res 7(1):28, 2017

（7） Yabusaki S, Oyama-Manabe N, Manabe O, Hirata K, 
Kato F, Miyamoto N, Matsuno Y, Kudo K, Tamaki N, 
Shirato H: Characteristics of immunoglobulin G4-related 
a o r t i t i s / p e r i a o r t i t i s  a n d  p e r i a r t e r i t i s  o n  

fluorodeoxyglucose positron emission tomography 
/computed tomography co-registered with contrast- 
enhanced computed tomography. EJNMMI Res 7:20, 
2017

（8） Matsuura Y, Yamashita A, Iwakiri T, Yamasaki K, Sugita 
C, Koshimoto C, Kitamura K, Kawai K, Tamaki N, Zhao S, 
Kuge Y: Altered glucose metabolism and hypoxic 
response in alloxan-induced diabetic atherosclerosis in 
rabbits. Pros One 12(4): e0175976, 2017

（9） Aikawa T,  Oyama-Manabe O, Naya M, Ohira H, 
Sugimoto A, Tsujino I, Obara M, Manabe O, Kudo K, 
Tsutsui H, Tamaki N: Delayed contrast-enhanced 
computed tomography in patients with known or 
suspected cardiac sarcoidosis: A feasibility study. Eur 
Radiol 27(10): 4054-4063, 2017

（10） Shiga T, Suzuki A, Sakurai K, Kurita T, Takeuchi W, 
Toyonaga T, Kobashi K, Tamaki N: Dual isotope SPECT 
with epilepsy patients using semiconductor SPECT 
system. Clin Nucl Med 42(9): 663-668, 2017

（11） Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, Magota K, 
Kroenke M, Oyama-Manabe N, Hirata K, Shinyama D, 
Katoh C ,  Tamaki  N :  PET/CT scanning wi th  3D 
acquisition is feasible for quantifying myocardial blood 
flow when diagnosing coronary artery disease. Eur J 
Nucl Med Mol Imag Res 7(1):52, 2017preliminary 
analyses. Int. J. Oral Maxillofac. Surg. 2017 Oct 10. pii: 
S0901-5027(17)31617-X. doi :  10.1016/j . i jom. 
2017.09.007. 

（12） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Asaka T, Ohga N, 
Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Shindoh S, Kuge Y, Tamaki 
N :  1 8F -F luoromison idazo le  pos i t ron  emiss ion  
tomography (FMISO-PET) may reflect hypoxia and cell 
proliferation activity in oral squamous cell carcinoma. 
Oral Radiol 124(3): 261-270, 2017

（13） Magota K, Shiga T, Asano Y, Shinyama D, Ye J, Perkins 
AE, Maniawski PJ, Toyonaga T, Kobayashi K, Hirata K, 
Katoh C, Hattori N, Tamaki N: Scatter Correction with 
Combined Single-Scatter Simulation and Monte Carlo 
Simulation Scaling Improved the Visual Artifacts and 
Quantification in 3-Dimensional Brain PET/CT Imaging 
with 15O-Gas Inhalation. J Nucl Med. 58(12):2020- 
2025, 201

（14） Aikawa T, Naya M, Obara M, Oyama-Manabe N, 
Manabe O, Magota K, Ito YM, Katoh C, Tamaki N: 
Regional interaction between myocardial sympathetic 
denervation, contractile dysfunction, and fibrosis in 
heart  fa i lure with preserved e ject ion fract ion:  
11C-hydroxyephedrine PET study. Eur J Nucl Med Mol 
Imaging. 44(11):1897-1905, 2017

（15） Masaki Y, Shimizu Y, Yoshioka T, Nishijima KI, Zhao S, 
Higashino K, Numata Y, Tamaki N, Kuge Y: FMISO 
accumulation in tumor is dependent on glutathione 

conjugation capacity in addition to hypoxic state. Ann 
Nucl Med. 31(8):596-604, 2017

（16） Nishikawa Y, Yasuda K, Okamoto S, Ito YM, Onimaru R, 
Shiga T, Tsuchiya K, Watanabe S, Takeuchi W, Kuge Y, 
Peng H,  Tamaki  N,  Shirato H:  Local  re lapse of  
nasopharyngeal cancer and Voxel-based analysis of 
FMISO uptake using PET with semiconductor detectors. 
Radiat Oncol. 12(1):148, 2017

（17） Yu W, Zhao S, Zhao Y, Fatema CN, Murakami M, 
Nishijima KI, Kitagawa Y, Tamaki N, Kuge Y: Changes in 
tumor oxygen state after sorafenib therapy evaluated by 
18F-fluoromisonidazole hypoxia imaging of renal cell 
carcinoma xenografts. Oncol Lett. 14(2):2341-2346, 
2017

（18） Tokuda Y, Sakakibara M, Yoshinaga K, Yamada S, 
Kamiya K, Asakawa N, Yoshitani T, Noguchi K, Manabe 
O, Tamaki N, Tsutsui H (Corresponding author): Early 
therapeutic effects of adaptive servo-ventilation on 
cardiac sympathetic nervous activity function in 
pat ients  w i th  hear t  fa i lure  eva luated  us ing  a  
combination of 11C-HED PET and 123I-MIBG SPECT. J 
Nucl Cardiol (in press) 2017

（1） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Tomiyama Y, Magota 
Y, Obara M, Aikawa T, Oyama-Manabe N, Yoshinaga K, 
Hirata K, Tamaki N, Kato C: Quantification of myocardial 
blood flow with 11C-hydroxyephedrine dynamic PET: 
comparison with 15O-H2O PET. J Nucl Cardiol (in 
press) 2017

（2） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Asaka T, Ohga N, 
Hirata K, Shiga T, Satoh A, Tamaki N: Hypoxic volume 
evaluated by 18F-fluoromisonidazole positron emission 
tomography (FMISO-PET) may be a prognostic factor in 
patients with oral squamous cell carcinoma: preliminary 
analyses. Int J Oral Maxillofac Surg. pii: S0901-5027
(17)31617-X,2017

和文論文・総説
（総説）
（1） 真鍋治，相川忠夫，玉木長良：核医学（SPECT/PET）検査．

最新醫学　別冊　診断と治療のABC 120（別刷）狭心症第
3章　診断，最新医学社．2017

英文著書
（共著・分担）
（1） Atsuro Suzuki, Wataru Takeuchi, Takafumi Ishitsu, Isao 

Takahashi, Yuichiro Ueno, Keiji Kobashi, Naoki Kubo, 
Tohru Shiga, Nagara Tamaki: Quantitative Measurement 
of  Dual-Radioisotopes of  Technet ium-99m and 
Iodine-123 in Blood Samples with a Cadmium-Telluride- 
based Counting Device. in: IEEE Transactions on 
Radiation and Plasma Medical Sciences, Volume: 1, 

Issue: 3, May 2017, pp238 - 245 

国際学会発表
（国際学会：教育講演, シンポジウム等）
（1） Yoshinaga K, Shimizu K, Katoh C, Tomiyama Y, Ohira H, 

Manabe O, Tsujino I ,  Nishimura, and Tamaki N: 
Reduction in O-15-labeled-water lung uptake rate in 
patients with chronic thromboembolic pulmonary 
hypertension reflects pulmonary blood flow rather than 
blood volume, SNMMI 2017 Annual Meeting, Jun 
10-14, 2017 (Denver)

（2） Tokuda Y, Yoshinaga K, Sakakibara M, Yamada S, 
Yoshitani T, Noguchi K, Manabe O, Tamaki N, Tsutsui H: 
Early therapeutic effects of adaptive servo-ventilation 
on cardiac sympathetic nervous activity in patients with 
heart fai lure evaluated by the combined use of 
11C-HED PET and 123I-MIBG SPECT, 22nd Annual 
Scientific Session of the American Society of Nuclear 
Cardiology, Sep 14-17, 2017, (Kansas)

（3） Manabe  O ,  H i r a t a  K ,  Oh i r a  H ,  Yo sh inag a  K ,  
Oyama-Manabe N , Tsujino I , Nishimura M , Tamaki N: 
Differentiation of cardiac sarcoidosis lesions and 
physiological FDG uptakes using texture analysis in 
patients with cardiac sarcoidosis, Nuclear Cardiology & 
Cardiac CT, May 7-9, 2017, (Vienna)

（4） Manabe  O ,  H i r a t a  K ,  Oh i r a  H ,  Yo sh inag a  K ,  
Oyama-Manabe N , Tsujino I , Nishimura M , Tamaki N: 
High dose steroid therapy increases physiological 
myocardial uptake due to metabolic shift in evaluation 
of the cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT, Nuclear 
Cardiology & Cardiac CT, May 7-9, 2017, (Vienna)

（5） Yoshinaga K, Ito YM, Fujii S, Nishio S, Ochi N, Katoh C, 
Inoue M, Nishida M, Manabe O, Tamaki N: Molecular 
Determinants of Functional Changes and Fibrosis 
Determined by Novel  Automated Osci l lometric 
Approach to Measure Brachial Artery Vascular Volume 
Elastic Modulus in Chronic Kidney Disease. American 
College of Cardiology (ACC)'s 66th Annual Scientific 
Session, Mar 17-19, 2017, (Washington, D.C.)

（6） Manabe O: Differentiation of cardiac sarcoidosis lesions 
and physiological FDG uptakes using texture analysis in 
patients with cardiac sarcoidosis. ICN, Barcelona, 
May27-Jun1, 2017

（7） Manabe O: High dose steroid therapy increases 
physiological myocardial uptake due to metabolic shift 
in evaluation of the cardiac sarcoidosis with FDG 
PET/CT. ICN, Barcelona, May27-Jun1, 2017

（8） Shiga T: 3D-SSP analysis revealed dual isotope SPECT 
od CBF and BZR with high sensitivity semiconductor 
system equivalent findings to single isotope SPECT with 
conventional resolution SPECT system in patients with 

epilepsy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, Colorado, USA, June 10-14, 2017

（9） Watanabe S :  Predict ing hypoxia using texture 
parameters on CT in patients with non-small cell lung 
cancer. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, Colorado, USA, June 10-14, 2017

（10） Watanabe S: First‐in‐Human Study of [18F] DiFA, an 
improved PET probe for tumor 　hypoxia, in Six 
Healthy Volunteers. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, Colorado, USA, June 10-14, 
2017

（11） Hirata K: Semi-automated whole-body texture analysis 
may improve predictive performance of FDG PET‐CT 
for patients with differentiated thyroid carcinoma. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
Colorado, USA, June 10-14, 2017

（12） A ikawa  T :  Reg iona l  Myocard ia l  Sympathe t i c  
Denervation is Associated with Systolic Dysfunction 
Independently of Myocardial Scar in Heart Failure. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
Colorado, USA, June 10-14, 2017

（13） Nusrat F: Prognostic value of MET-PET in oral cancer. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
Colorado, USA, June 10-14, 2017

（14） Toyonaga T: Convolutional neural network (CNN) of 
MRI and FDG-PET images may predict hypoxia in 
glioblastoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, Colorado, USA, June 10-14, 2017

（15） Okamoto S: FMISO-PET during intensity-modulated 
radiotherapy can predict more accurately than 
pre-therapeutic and post- therapeutic PET for head and 
neck cancer. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, Colorado, USA, June 10-14, 2017

（16） Zhao S:  Effect of eribulin on emodeling of tumor 
vascular confirmed by FMISO PET Imaging-The small 
animal PET study in a human breast cancer cell 
xenograft. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, Colorado, USA, June 10-14, 2017

（17） Hayashi S: Feasibility of quantifying myocardial blood 
flow with a shorter acquisition time using a weighted 
fitting method; 15O-H2O PET/CT study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, Colorado, 
USA, June 10-14, 2017

（18） Inoue T, Watanabe S, Harada K, Yasuda K, Katoh N, 
Okamoto S, Shiga T, Kuge Y, Tamaki N, Shirato H: Can 
18F-fluoromisonidazole PET/CT predict the clinical 
outcome for stage I non-small cell lung cancer treated 
by stereotactic body radiotherapy?. ASTRO's 59th 
Annual Meeting, San Dieg, USA, September 24-27, 2017

（19） Muneta M, Obara M, Naya M, Magota K, Manabe O, 
Tomiyama Y, Tamaki N and  Katoh C: Quantification of 
myocardial  blood flow using dynamic 320-row 

multi-detector CT with Gauss curve fitting. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, Colorado, 
USA, June 10-14, 2017

国内学会発表
（国内学会：教育講演, シンポジウム等）
（1） 玉木長良, 立石宇喜秀：PETによるがんの病態評価と治療

戦略への応用（シンポジウム）第76回日本医学放射線学
会，横浜，2017.4.13-16

（2） 玉木長良：Future Direction of Nuclear Cardiology (特別
講演)　第27回日本心臓核医学会総会，東京，2017.6. 
16-17

（3） 玉木長良：機能画像診断の話題: PET, PET/MRIを中心に. 
(教育講演)　第316回日本医学放射線学会関西地方会, 大
阪 2017.6.3

（4） 千田道雄, 玉木長良：PET診断: 押さえたいポイント. (レフ
レッシャーコース) 第53回日本医学放射線学会秋季臨床
大会 松山，2017.9. 8-10

（5） 玉木長良：循環器画像診断の進歩: PET/CT. (教育講演)　
第65回日本心臓病学会学術集会, 大阪 2017.9. 29-10.1

（6） 志賀哲：単体ソフトにおける保険収載に向けての活動
（仮）. 第57回日本核医学会学術総会シンポジウム，@, 
2017.10.5

（国内学会：一般演題）
（1） 吉永恵一郎, 徳田裕輔, 榊原守, 山田史郎, 真鍋治, 加藤千

恵次, 西嶋剣一, 玉木長良, 筒井裕之： 適応補助換気療法
の早期交感神経機能改善効果:C-11 HED PET・I-123 
MIBG による包括的評価 第57回日本核医学会学術総会 
神奈川県横浜市 2017. 10. 5-7

（2） Yoshinaga K, Ito YM, Fujii S, Nishio S, Ochi N, Katoh C, 
Inoue M, Nishida M, Manabe O, Tamaki N: Molecular 
Determinants of Functional Changes and Fibrosis by 
Novel Automated Automated Oscillometri Approach to 
Measure Brachial Artery Vascular Volume Elastic 
Modulus. 第81回日本循環器学会学術集会 石川県金沢市 
2017.3.17-19

（3） 林蒼一朗：15O-H2O 心筋血流PETにおける撮像時間短縮
の検討：新アルゴリズムの考案．第73回日本放射線技術学
会総会学術大会，横浜，2017.4.13-16 

（4） 相川忠夫, 納谷昌直, 小原雅彦, 真鍋徳子, 真鍋治, 小梁川
和宏, 孫田恵一, 伊藤陽一, 志賀哲, 加藤千恵次, 玉木長
良：左室収縮が保持された心不全における11C-HED PET
を用いた局所心筋交感神経分布の検討. 第57回日本核医
学会学術総会

（5） 岡本祥三, 久下裕司, 志賀哲：PSMA治療の現状と将来 
-PSMA PETの応用を含めて-．第53回日本医学放射線学
会秋季臨床大会

（6） 相川 忠夫：左室収縮が保持された心不全における
11C-HED PETを用いた局所心筋交感神経分布の検討（口
頭）第57回日本核医学会学術総会・第37回日本核医学技
術学会総会学術大会・AOCNMB2017・ASNMT201
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英文原著論文
（1） Sato A, Aonuma K, Watanabe M, Hirayama A, Tamaki N, 

Tsutsui H, Toyoaki M, Ogawa H, Akasaka T, Yoshimura 
M, Takayama T, Sakakibara M, Suzuki S, Ishigami K, 
Onoue K ,  Sa i to  Y :  CINC-J  s tudy invest igators .  
Association of contrast-induced nephropathy with risk 
of adverse clinical outcomes in patients with cardiac 
catheterization: From the CINC-J study. Int J Cardiol. 
227:424-429, 2017

（2） Okamoto S, Thieme A, Allmann J, D'Alessandria C, 
Maurer T, Retz M, Tauber R, Heck MM, Wester HJ, 
Tamaki N,  Fendlder WP, Herrmann K,  Pfob CH, 
Scheidhauer K, Schwaiger M, Ziegler S, Eiber M: 
Radiation dosimetry for 177Lu-PSMA-I&T in metastatic 
castration-resistant prostate cancer: Absorbed dose in 
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Denervation is Associated with Systolic Dysfunction 
Independently of Myocardial Scar in Heart Failure. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
Colorado, USA, June 10-14, 2017

（13） Nusrat F: Prognostic value of MET-PET in oral cancer. 
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（2） 玉木長良：Future Direction of Nuclear Cardiology (特別
講演)　第27回日本心臓核医学会総会，東京，2017.6. 
16-17

（3） 玉木長良：機能画像診断の話題: PET, PET/MRIを中心に. 
(教育講演)　第316回日本医学放射線学会関西地方会, 大
阪 2017.6.3

（4） 千田道雄, 玉木長良：PET診断: 押さえたいポイント. (レフ
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再生医学・組織工学分野

●整形外科学分野
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Using Bioabsorbable Sheet With Fibrin Glue. Spine 
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platelets molecules.  PLoS One. 2017 Oct 17;12
(10):e0185372.

（19） Matsui Y, Kon S, Funakoshi T, Miyashita T, Matsuda T, 
Iwasaki N. Increased expression of αv integrin as a 
regulator of fibrosis in Dupuytren’s nodules. J Hand 
Surg Eur Vol. 2017;42:18-25.

（20） Guswanto A, Allamanda P, Mariamah ES, Munkjargal T, 
Tuvshintulga B, Takemae H, Sivakumar T, AbouLaila M, 
Terkawi MA, Ichikawa-Seki M, Nishikawa Y, Yokoyama 
N, Igarashi I. Evaluation of immunochromatographic 
test (ICT) strips for the serological detection of Babesia 
bovis and Babesia bigemina infection in cattle from 
Western Java, Indonesia. Vet Parasitol. 2017 May 
30;239:76-79. 

（21） Matsumae G, Motomiya M, Watanabe N, Iwasaki N. 
"Half-folded" pedicled scapular bone flap for nonunion 
a f t e r  humera l  n e ck  f r a c tu r e :  A  c a s e  r epo r t .  
Microsurgery. 2017 Sep;37(6):689-693.

（22） El-Sayed SAE, Rizk MA, Terkawi MA, Yokoyama N, 
Igarashi I. Molecular identification and antigenic 
characterization of Babesia divergens Erythrocyte 
Binding Protein (BdEBP) as a potent ial  vaccine 
candidate. Parasitol Int. 2017 Dec;66(6):721-726. 

（23） Arai R, Takahashi D, Inoue M, Irie T, Asano T, Konno T, 
Terkawi MA, Onodera T, Kondo E, Iwasaki N. Efficacy of 
ter iparat ide in  the treatment  of  nontraumat ic  
osteonecrosis of the femoral head: a retrospective 
c ompa r a t i v e  s t u d y  w i t h  a l e n d r o n a t e .  BMC  
Musculoskelet Disord. 2017 Jan 19;18(1):24. 
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Assessment Categorization Tool）を用いたリスクの検討
～,  日本臨床試験学会第9回学術集会総会,  仙台,  
2018.2.23-24

（2）　堀江奈穂, 大庭幸司, 飯島寛子, 村尾南海子, 折戸哲也, 
佐々木由紀, 沖田直子, 伊藤陽一, 荒戸照世, 佐藤典宏：臨

床研究における症例報告書のエラーの検討, 日本臨床試
験学会第9回学術集会総会, 仙台, 2018.2.23-24

（3）　伊藤陽一：北海道大学病院における統計コンサルテーショ
ン実践．2018年度日本計量生物学会年会,  立川 ,  
2018.3.29 
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英文原著論文・総説
（1）　Kojiro Maeda, Masayuki Kaneko, Mamoru Narukawa, 

Teruyo Arato：Points to Consider: Efficacy and Safety 
Eva l ua t i on s  i n  t h e  C l i n i c a l  Deve l opmen t  o f  
Ultra-Orphan Drugs，Orphanet Journal of Rare Diseases 
2017; 12: e143. doi: 10.1186/s13023-017-0690-5

（2）　Hideo Shichinohe, Masahito Kawabori, Hiroaki Iijima, 
Tsuyoshi Teramoto, Takeo Abumiya, Naoki Nakayama, 
Ken Kazumata, Shunsuke Terasaka, Teruyo Arato, 
Kiyohiro Houkin: Research on advanced intervention 
using novel bone marrOW stem cell (RAINBOW): a 
study protocol for a phase I, open-label, uncontrolled, 
dose-response trial of autologous bone marrow stromal 
cell transplantation in patients with acute ischemic 
s t r o k e ,  BMC  N eu r o l .  2 017 ;  1 7 :  e 179 .  d o i :  
10.1186/s12883-017-0955-6.

（3）　Koji Oba, Nao Horie, Norihiro Sato, Kazuyoshi Saito, 
Tsutomu Takeuchi ,  Tsuneyo Mimori ,  Nobuyuki 
Miyasaka, Takao Koike, Yoshiya Tanaka: Remission 
induction by Raising the dose of Remicade in RA 
(RRRR) study: Rationale and study protocol for a 
randomized controlled trial comparing for sustained 
clinical remission after discontinuation of infliximab in 
patients with rheumatoid arthritis, Contemporary 
Clinical Trials Communications 2017; 8: 49-54

（4）　Ujiie Hideyuk, Muramatsu Ken, Mushiroda Taisei, Ozeki 
Takeshi, Miyoshi Hideaki, Nakamura Akinobu, Cho Kyu 
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susceptibility to bullous pemphigoid induced by DPP-4 
inhibitors. Journal of Investigative Dermatology, 
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Therapy for Stroke in Japan Regulatory Framework and 
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和文論文・和文総説
（1）　沢登健治, 佐久嶋研, 荒戸照世, 七戸秀夫, 佐藤典宏, 寶金

清博：アカデミアにおける再生医療製品の開発プロジェク
トの中間レビューより抽出された課題－北海道大学におけ
る経験から－, レギュラトリーサイエンス学会誌 2017；7
（2）：91-97

（2）　荒戸照世：がん免疫療法・遺伝子治療におけるレギュラト
リーサイエンス, 腫瘍内科 2017；20（5）：528-532

（3）　荒戸照世：ペプチドの非臨床試験・臨床試験データの要件
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2018；17（10）：16-20

（4）　木下潔, 真木一茂, 荒戸照世, 太田哲也, 小野寺博志, 佐藤
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渡部一人, 小比賀聡, 井上貴雄：核酸医薬品の安全性評価
に関する考え方－仮想核酸医薬品をモデルとして－第1
回：オンターゲット毒性評価の省略，医薬品医療機器レ
ギュラトリーサイエンス 2018；49（2）：105-111
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回：局所投与剤の毒性評価, 医薬品医療機器レギュラト
リーサイエンス 2018；49（3）：157-163

和文著書
（1）　荒戸照世：第1章 核酸医薬品における開発の現状と安全

性評価　2節 国内外における核酸医薬品の規制, 先進治
療技術の実用化と開発戦略, 技術情報協会, 東京, 2017, 
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（1）　荒戸照世：がん免疫療法・遺伝子治療におけるレギュラト

リーサイエンス, 第23回抗悪性腫瘍薬開発フォーラム, 東
京, 2017.6.24

（2）　佐藤典宏：臨床研究法に備える～今から打てる一手を考え
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理学会北海道・東北地方会, 札幌, 2017.7.15

（6）　荒戸照世：Current topics of Regulatory Implication and 
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Methods in Oncology Phase 1 Trials and Translational 
Research, 東京, 2017.7.29

（7）　山田健治, 白石秀明, 朝比奈直子, 横式沙紀, 宮腰崇, 大野
浩太, 磯江敏幸, 林宏至, 山口清次, 佐藤典宏：脂肪酸代謝
異常症に対するベザフィブラートのオープンラベル臨床治
験結果, 第59回日本先天代謝異常学会総会, 埼玉,  
2017.10.12-14

（8）　荒戸照世：バイオ医薬品とバイオシミラー, 近畿薬剤師合
同学術大会2018（ランチョンセミナー）, 京都, 2018.2.3

（9）　飯島寛子, 村尾南海子, 堀江奈穂, 佐々木由紀, 伊藤陽一, 
荒戸照世, 大庭幸司, 佐藤典宏：リスクベースドモニタリン
グの実践～医師主導治験におけるR AC T（ R i s k  
Assessment Categorization Tool）を用いたリスクの検討
～,  日本臨床試験学会第9回学術集会総会,  仙台,  
2018.2.23-24

（10） 堀江奈穂, 大庭幸司, 飯島寛子, 村尾南海子, 折戸哲也, 
佐々木由紀, 沖田直子, 伊藤陽一, 荒戸照世, 佐藤典宏：臨
床研究における症例報告書のエラーの検討, 日本臨床試
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平成29年度に受け入れのあった資金
学内・学外共同プロジェクト

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

29

29

多様な新ニーズに対応する「がん専門医
療人材（がんプロフェッショナル）」養成プ
ラン

橋渡し研究戦略的推進プログラム

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成
プラン

新規医療技術の持続的創出を実現する
オープンアクセス型拠点形成

白𡈽　博樹

津田　真寿美

文部科学省

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

COIプログラム（JST)

国立がん研究センター研究開発費

国立がん研究センター研究開発費

平成29年度戦略的国際標準化加速事業：
政府戦略分野に係る国際標準開発活動

受託研究

受託研究

国立がん研究センター研究開発費

受託研究

NEXTEP(産学共同実用化開発事業)（JST)

未来医療を実現する医療機器・システム研究開発事業
低侵襲がん診療装置研究開発プロジェクト

医療分野研究成果展開事業
産学連携医療イノベーション創出プログラム

革新的がん医療実用化研究事業

次世代治療・診断実現のための創薬基盤
技術開発事業
未来医療を実現する医療機器・システム研究
開発事業　術中の迅速な判断・決定を支援
するための診断支援機器・システム開発
革新的先端研究開発支援事業ユニットタイプ
「メカノバイオロジー機構の解明による革新的
医療機器及び医療技術の創出」研究開発領域

医工連携事業化推進事業

慢性の痛み解明研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

玉腰　暁子

玉腰　暁子

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

志賀　哲

清水　伸一

岩崎　倫政

岩崎　倫政

白𡈽　博樹

志賀　哲

志賀　哲

古川　潤一

清水　伸一

古川　潤一

須藤　英毅

岩崎　倫政

鬼丸　力也

科学技術振興機構
※産連で契約

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
国立がん研究センター

株式会社三菱総合研究
所（METI/経済産業省）

富士フイルム
メディカル（株）

公益財団法人
国際科学振興財団

国立研究開発法人
国立がん研究センター

武田薬品工業
株式会社

持田製薬株式会社
JSTの再委託

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

COI拠点「食と健康の達人」拠点

コホートプール解析（JACC Study）

放射線治療を含む標準治療確立のため
の多施設共同研究

低侵襲放射線治療のケアコーディネー
ション装置に関する国際標準化

ソフトウェア機能評価

脳外傷後高次脳機能障害に対する
Iomazenil SPECT共同
陽子線治療の多施設臨床試験の臨床試
験計画と立案・実施とスキャニング照射法
の臨床応用

ヒト体液中糖鎖の網羅的解析

29医受6/（J13-13）硬化性ゲルを用いた関
節軟骨損傷の治療

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透
視を融合した次世代高精度粒子線治療技
術の開発

[18F]DiFAによる革新的がん診断PET低酸
素イメージングシステム

Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メ
チオニンの脳腫瘍診断に関する研究－薬剤自
動合成装置の医療機器承認取得を目指して－

糖鎖利用による革新的創薬技術開発事業

量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェリー）と放
射線照射後手術における治療術中の迅速な判断・決
定を支援するための診断支援機器・システム開発

機械受容応答を支える膜・糖鎖環境の解
明と筋疾患治療への展開
高適合・短時間施術を実現する、3Dモデリング
及び3D積層造形を応用したカスタムメイド脊
柱変形矯正用インプラントの開発・事業化

複合性局所疼痛症候群の汎用的で客観
的な重症度評価技術の開発

JCOG1408の患者登録

41
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

革新的がん医療実用化研究事業

長寿・障害総合研究事業
長寿科学研究開発事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

再生医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

難治性疾患実用化研究事業

難治性疾患実用化研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

白𡈽　博樹

鵜川　重和

清水　伸一

志賀　哲

古川　潤一

津田　真寿美

荒戸　照世

荒戸　照世

荒戸　照世

荒戸　照世

田中　伸哉

田中　伸哉

近藤　英司

白𡈽　博樹

志賀　哲

志賀　哲

白𡈽　博樹

岩崎　倫政

高畑　雅彦

近藤　英司

伊藤　陽一

白𡈽　博樹

古川　潤一

玉腰　暁子

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

独立行政法人労働者健康
福祉機構　釧路労災病院

稚内市病院事業

オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

株式会社日立製作所
研究開発グループ

株式会社日立製作所
研究開発グループ

株式会社フィリップス
エレクトロニクスジャパン

Leland Stanford 
Junior University

帝人ナカシマ
メディカル株式会社

持田製薬株式会社

持田製薬株式会社

国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

株式会社ナカムラ
サービス

株式会社
島津製作所

中札内村長

先進医療B臨床試験登録と推進

広域連合で介護保険を運営する市町村に
おける活用法の検討
局所限局性前立腺癌中リスク症例に対す
る陽子線治療の多施設共同臨床試験の臨
床試験管理，臨床試験遂行

131I-MIBG内照射療法患者登録・治療実
施、治療実施環境整備の有効性検証

細胞複合糖質の網羅的解析

肺がんの大規模なゲノム解析よる病態解
明および新規バイオマーカーの同定
ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性
炎症制御に基づく新たな心筋症治療の実
用化
ナノカプセルを用いた拡張型心筋症に対
するミトコンドリアをターゲットとした新
規治療法の開発

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する
個別化治療の開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の
技術開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の
技術開発

膝関節痛における疼痛緩和及び
機能改善に関する要素の検討

陽子線治療システムの高精度化と
低侵襲化に関する研究

診断および治療における情報融合に
関する研究

第三期Time of Flightを用いた
臨床有用性の評価
Inte rna t i ona l  R andom i z ed  S t udy  o f  T r an s a r t e r i a l  
Chemoembolizat ion ( TACE)  versus Stereotact ic  Body 
Radiotherapy (SBRT)/Stereotactic Ablative Radiotherapy (SABR)

日本人に最適な人工股関節システムの
開発

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム（低ｴ
ﾝﾄﾞALG-Na）による脊椎硬膜保護の検討

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム（低ｴ
ﾝﾄﾞALG-Na）による半月板損傷治療の研究

標的アイソトープ治療の研究開発

3D 遺伝子発現解析装置の製品開発

シアル酸結合様式特異的修飾法を用いた
スフィンゴ糖脂質型糖鎖解析法の開発

栄養改善事業（中札内村七色献立プロ
ジェクト）の効果検証

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

高畑　雅彦

高畑　雅彦

吉岡　充弘

高畑　雅彦

高畑　雅彦

角家　健

高畑　雅彦

角家　健

高畑　雅彦

趙　文静

角家　健

津田　真寿美

高畑　雅彦

玉腰　暁子

岩崎　倫政

岩崎　倫政

高畑　雅彦

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

高畑　雅彦

吉岡　充弘
（笹森　瞳）

全国共済農業
協同組合連合会

財団法人
日本リウマチ財団

公益財団法人
喫煙科学研究財団

公益財団法人
骨粗鬆症財団

公益財団法人
三菱財団

秋山記念生命
科学振興財団

公益財団法人
三井生命厚生財団

公益財団法人
テルモ生命科学芸術財団

AOSpine
Asia Pacific

公益財団法人
ユニベール財団

公益財団法人
寿原記念財団

公益財団法人
寿原記念財団

中外製薬株式会社

公益財団法人
三菱財団

サノフィ株式会社

ファイザー
株式会社

MSD株式会社

アステラス製薬
株式会社

第一三共株式会社

武田薬品工業
株式会社

帝人ファーマ
株式会社

塩野義製薬
株式会社

エーザイ株式会社

公益財団法人 内藤
記念科学振興財団

外傷性頸部昇降分における頸部異常キネ
マティクスの診断、治療支援ツールの開発
免疫グロブリン様受容体MDL-1とその内
因性糖鎖離岸度による炎症性骨破壊増幅
機構の解明

光遺伝学を用いたニコチン離脱症状に関
わるセロトニン神経回路の解明
慢性腎臓病患者に発生するミネラル結晶
及びコラーゲン分子の組織化障害と骨強
度特性の変化

糖鎖リガンドを介した破骨前駆細胞のホー
ミングおよび最終分化制御機構の解明

神経幹細胞移植を応用した慢性脊髄損傷
の上肢巧緻運動機能改善
脊柱靭帯骨化症患者に発生するフレイル
進行の予防～麻痺を起点とした負の臓器
連関～

歩行画像解析による新規補助診断システ
ムの開発
胸椎後縦靭帯骨化症の発症に関与する遺
伝的素因の同定を目指したゲノムワイド
相関解析研究
中国における都市化が進展する農村地域
に居住する高齢者の身体活動とうつ症状
との関連―中日比較視点から

皮質脊髄路軸索再生における転写因子
cJunの役割

合成高分子ハイドロゲルを用いた新規癌
幹細胞標的個別化治療の確立

慢性腎臓病による骨質異常と骨脆弱性発
症のメカニズム

地域一般住民の糞便中腸内細菌叢とその
代謝物が健康状態に及ぼす影響の解明

がん糖鎖抗原とがんの骨転移に関する研究

筋骨格系疾患に関する研究

慢性腎臓病による骨質劣化と骨の物性の
変化

関節軟骨変性のメカニズム解明

糖鎖工学的手法を用いた変形性関節症
の早期病態解明に関する研究

スフィンゴ糖脂質を標的とした間接軟骨
損傷に対する新たな分子標的の同定

変形性関節症の病態解明研究

変形性関節症において軟骨組織片に起因
する関節炎の解析

異所性骨化、石灰化のメカニズムに関す
る研究
デュロキセチンが衝動性に与える影響と
その作用機序解明による衝動性抑制薬探
索の神戦略確立
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

革新的がん医療実用化研究事業

長寿・障害総合研究事業
長寿科学研究開発事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

再生医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

難治性疾患実用化研究事業

難治性疾患実用化研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

白𡈽　博樹

鵜川　重和

清水　伸一

志賀　哲

古川　潤一

津田　真寿美

荒戸　照世

荒戸　照世

荒戸　照世

荒戸　照世

田中　伸哉

田中　伸哉

近藤　英司

白𡈽　博樹

志賀　哲

志賀　哲

白𡈽　博樹

岩崎　倫政

高畑　雅彦

近藤　英司

伊藤　陽一

白𡈽　博樹

古川　潤一

玉腰　暁子

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

独立行政法人労働者健康
福祉機構　釧路労災病院

稚内市病院事業

オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

株式会社日立製作所
研究開発グループ

株式会社日立製作所
研究開発グループ

株式会社フィリップス
エレクトロニクスジャパン

Leland Stanford 
Junior University

帝人ナカシマ
メディカル株式会社

持田製薬株式会社

持田製薬株式会社

国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

株式会社ナカムラ
サービス

株式会社
島津製作所

中札内村長

先進医療B臨床試験登録と推進

広域連合で介護保険を運営する市町村に
おける活用法の検討
局所限局性前立腺癌中リスク症例に対す
る陽子線治療の多施設共同臨床試験の臨
床試験管理，臨床試験遂行

131I-MIBG内照射療法患者登録・治療実
施、治療実施環境整備の有効性検証

細胞複合糖質の網羅的解析

肺がんの大規模なゲノム解析よる病態解
明および新規バイオマーカーの同定
ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性
炎症制御に基づく新たな心筋症治療の実
用化
ナノカプセルを用いた拡張型心筋症に対
するミトコンドリアをターゲットとした新
規治療法の開発

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する
個別化治療の開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の
技術開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の
技術開発

膝関節痛における疼痛緩和及び
機能改善に関する要素の検討

陽子線治療システムの高精度化と
低侵襲化に関する研究

診断および治療における情報融合に
関する研究

第三期Time of Flightを用いた
臨床有用性の評価
Inte rna t i ona l  R andom i z ed  S t udy  o f  T r an s a r t e r i a l  
Chemoembolizat ion ( TACE)  versus Stereotact ic  Body 
Radiotherapy (SBRT)/Stereotactic Ablative Radiotherapy (SABR)

日本人に最適な人工股関節システムの
開発

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム（低ｴ
ﾝﾄﾞALG-Na）による脊椎硬膜保護の検討

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム（低ｴ
ﾝﾄﾞALG-Na）による半月板損傷治療の研究

標的アイソトープ治療の研究開発

3D 遺伝子発現解析装置の製品開発

シアル酸結合様式特異的修飾法を用いた
スフィンゴ糖脂質型糖鎖解析法の開発

栄養改善事業（中札内村七色献立プロ
ジェクト）の効果検証

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

高畑　雅彦

高畑　雅彦

吉岡　充弘

高畑　雅彦

高畑　雅彦

角家　健

高畑　雅彦

角家　健

高畑　雅彦

趙　文静

角家　健

津田　真寿美

高畑　雅彦

玉腰　暁子

岩崎　倫政

岩崎　倫政

高畑　雅彦

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

高畑　雅彦

吉岡　充弘
（笹森　瞳）

全国共済農業
協同組合連合会

財団法人
日本リウマチ財団

公益財団法人
喫煙科学研究財団

公益財団法人
骨粗鬆症財団

公益財団法人
三菱財団

秋山記念生命
科学振興財団

公益財団法人
三井生命厚生財団

公益財団法人
テルモ生命科学芸術財団

AOSpine
Asia Pacific

公益財団法人
ユニベール財団

公益財団法人
寿原記念財団

公益財団法人
寿原記念財団

中外製薬株式会社

公益財団法人
三菱財団

サノフィ株式会社

ファイザー
株式会社

MSD株式会社

アステラス製薬
株式会社

第一三共株式会社

武田薬品工業
株式会社

帝人ファーマ
株式会社

塩野義製薬
株式会社

エーザイ株式会社

公益財団法人 内藤
記念科学振興財団

外傷性頸部昇降分における頸部異常キネ
マティクスの診断、治療支援ツールの開発
免疫グロブリン様受容体MDL-1とその内
因性糖鎖離岸度による炎症性骨破壊増幅
機構の解明

光遺伝学を用いたニコチン離脱症状に関
わるセロトニン神経回路の解明
慢性腎臓病患者に発生するミネラル結晶
及びコラーゲン分子の組織化障害と骨強
度特性の変化

糖鎖リガンドを介した破骨前駆細胞のホー
ミングおよび最終分化制御機構の解明

神経幹細胞移植を応用した慢性脊髄損傷
の上肢巧緻運動機能改善
脊柱靭帯骨化症患者に発生するフレイル
進行の予防～麻痺を起点とした負の臓器
連関～

歩行画像解析による新規補助診断システ
ムの開発
胸椎後縦靭帯骨化症の発症に関与する遺
伝的素因の同定を目指したゲノムワイド
相関解析研究
中国における都市化が進展する農村地域
に居住する高齢者の身体活動とうつ症状
との関連―中日比較視点から

皮質脊髄路軸索再生における転写因子
cJunの役割

合成高分子ハイドロゲルを用いた新規癌
幹細胞標的個別化治療の確立

慢性腎臓病による骨質異常と骨脆弱性発
症のメカニズム

地域一般住民の糞便中腸内細菌叢とその
代謝物が健康状態に及ぼす影響の解明

がん糖鎖抗原とがんの骨転移に関する研究

筋骨格系疾患に関する研究

慢性腎臓病による骨質劣化と骨の物性の
変化

関節軟骨変性のメカニズム解明

糖鎖工学的手法を用いた変形性関節症
の早期病態解明に関する研究

スフィンゴ糖脂質を標的とした間接軟骨
損傷に対する新たな分子標的の同定

変形性関節症の病態解明研究

変形性関節症において軟骨組織片に起因
する関節炎の解析

異所性骨化、石灰化のメカニズムに関す
る研究
デュロキセチンが衝動性に与える影響と
その作用機序解明による衝動性抑制薬探
索の神戦略確立
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その他． 競争的資金

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

基盤研究（A）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的研究（萌芽）

新学術領域研究

挑戦的研究（萌芽）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

高畑　雅彦

清水　伸一

荒戸　照世

高畑　雅彦

鵜川　重和

中村　幸志

近藤　英司

岩崎　倫政

玉腰　暁子

志賀　哲

志賀　哲

志賀　哲

志賀　哲

玉腰　暁子

鵜川　重和

橋本　あり

及川　司

谷野　美智枝

鬼丸　力也

真鍋　治

浅野　毅

角家　健

テルカウィアラー

古川　潤一

吉岡　充弘

中村　幸志

文部科学省科学研究費補助金

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用による骨組織強度特
性
粒子線治療の費用対効果評価のための標準的な手法とデータに関
する研究
健康・機能性食品の各国状況比較と対応国内関連企業の海外展開
戦略に関する調査研究
新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイド性骨粗鬆症骨
質に関する研究
地域における客観的な評価による日常の身体活動量と医療費に関
する研究
インターネット依存を主とした新しい健康リスクに関する全国学校
職員調査研究
生体腱のコラーゲン階層構造を模倣した人工腱マトリクスの創製
とその再構築機序の解明

先天性橈尺骨癒合症の原因遺伝子同定とその機能解析

前高齢期から高齢期を見通し、予防医療や行政施策を個別化する
ための予測モデルの作成
チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

インビボイメージングを駆使したTheranostics法の開発

FDiFA-PETを用いた新しい低酸素評価方法の確立

オン・デマンドPET検査のための新しいディスポ・チップ型PET薬剤
合成装置

コホート・生体試料支援プラットフォーム

転倒に影響する高齢者の社会参加の種類の解明

進行癌におけるArf6経路を介した免疫チェックポイントPD-L1の制
御機構の解明

p53による上皮エピゲノム調節機構の解明

肺血管壁肥厚を誘導する細胞周囲環境の解析と新規バイオマー
カーの探索

確率論的LQモデルによる放射線治療効果予測法の研究

PET用低酸素イメージング薬剤であるFMISOを用いた心サルコイ
ドーシスの評価

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷での神経回路再形成

人工股関節置換術後の骨溶解を制御する新規治療法の開発

BEPを基盤としたO-結合型糖タンパク質のグライコプロテオミクス
による同定法

人工受容体DREADDによる恐怖記憶の制御機構の解明

血中低比重リポ蛋白の性質と生活習慣・代謝異常・動脈硬化に関す
る地域疫学研究

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究活動スタート支援

若手研究（A）

若手研究（B）

若手研究（B）

挑戦的萌芽研究

挑戦的萌芽研究

挑戦的萌芽研究

基盤研究（C）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

鵜川　重和

白𡈽　博樹

清水　伸一

岩崎　倫政

高畑　雅彦

須藤　英毅

近藤　英司

豊永　拓哉

小野寺　康仁

平田　健司

小林　健太郎

小野寺　康仁

玉腰　暁子

岩崎　倫政

橋本　茂 

冬季積雪寒冷地の自宅住環境が高齢者の生活習慣や健康状態に
およぼす影響の解明

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

4D-CBCTと治療計画CTの容積マッチング法による4D-IGRTの試み

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患の病態解明と新
規治療法の開発
免疫グロブリン様受容体(IgLR)分子群を標的とした次世代骨吸収
抑制薬の開発
高純度硬化性ゲルによる椎間板組織自然再生誘導法の開発と組織
再生メカニズムの解明
被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が移植腱再構築過程を促進
する分子機序の統合的解明

機械学習を用いた脳腫瘍低酸素領域の予測

ミトコンドリアにおけるROS増幅の誘導に基づく放射線増感法の
確立
新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学療法の治療前効果予測
法の確立
FDG/FMISO PETのtexture解析による脳腫瘍の新たな診断法の
確立

細胞内2進カウンターの開発と遺伝子発現履歴解析への応用

血中脂肪酸分画の健康影響ならびにその規定要因としての摂取食
物と腸内細菌叢の関与
変形性関節症発症機序の解明に向けた軟骨変性制御機構におけ
る糖鎖機能解析
腎明細胞癌における間充識形質獲得並びに代謝再編との関連に関
する研究

年度 研究種目 補助金／委託費 研究課題名 役割研究者名

29

29

29

29

補助金

補助金

補助金

補助金

難治性疾患等政策研究事業
（難治性疾患政策研究事業）
難治性疾患等政策研究事業
（難治性疾患政策研究事業）
循環器疾患・糖尿病等生活
習慣病対策総合研究事業
厚生労働行政推進調査事業
（厚生労働特別研究事業）

分担者

分担者

分担者

分担者

中村　幸志

高畑　雅彦

玉腰　暁子

荒戸　照世

平成29年度厚生労働科学研究費（分担者分）

神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・重症度分
類・ガイドラインの妥当性

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

循環器疾患における集団間の健康格差の実態把握と
その対策を目的とした大規模コホート共同研究
ゲノム編集技術を取り入れた遺伝子治療等臨床研究
における品質、安全性確保等に関する研究
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その他． 競争的資金

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

基盤研究（A）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的研究（萌芽）

新学術領域研究

挑戦的研究（萌芽）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

高畑　雅彦

清水　伸一

荒戸　照世

高畑　雅彦

鵜川　重和

中村　幸志

近藤　英司

岩崎　倫政

玉腰　暁子

志賀　哲

志賀　哲

志賀　哲

志賀　哲

玉腰　暁子

鵜川　重和

橋本　あり

及川　司

谷野　美智枝

鬼丸　力也

真鍋　治

浅野　毅

角家　健

テルカウィアラー

古川　潤一

吉岡　充弘

中村　幸志

文部科学省科学研究費補助金

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用による骨組織強度特
性
粒子線治療の費用対効果評価のための標準的な手法とデータに関
する研究
健康・機能性食品の各国状況比較と対応国内関連企業の海外展開
戦略に関する調査研究
新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイド性骨粗鬆症骨
質に関する研究
地域における客観的な評価による日常の身体活動量と医療費に関
する研究
インターネット依存を主とした新しい健康リスクに関する全国学校
職員調査研究
生体腱のコラーゲン階層構造を模倣した人工腱マトリクスの創製
とその再構築機序の解明

先天性橈尺骨癒合症の原因遺伝子同定とその機能解析

前高齢期から高齢期を見通し、予防医療や行政施策を個別化する
ための予測モデルの作成
チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

インビボイメージングを駆使したTheranostics法の開発

FDiFA-PETを用いた新しい低酸素評価方法の確立

オン・デマンドPET検査のための新しいディスポ・チップ型PET薬剤
合成装置

コホート・生体試料支援プラットフォーム

転倒に影響する高齢者の社会参加の種類の解明

進行癌におけるArf6経路を介した免疫チェックポイントPD-L1の制
御機構の解明

p53による上皮エピゲノム調節機構の解明

肺血管壁肥厚を誘導する細胞周囲環境の解析と新規バイオマー
カーの探索

確率論的LQモデルによる放射線治療効果予測法の研究

PET用低酸素イメージング薬剤であるFMISOを用いた心サルコイ
ドーシスの評価

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷での神経回路再形成

人工股関節置換術後の骨溶解を制御する新規治療法の開発

BEPを基盤としたO-結合型糖タンパク質のグライコプロテオミクス
による同定法

人工受容体DREADDによる恐怖記憶の制御機構の解明

血中低比重リポ蛋白の性質と生活習慣・代謝異常・動脈硬化に関す
る地域疫学研究

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究活動スタート支援

若手研究（A）

若手研究（B）

若手研究（B）

挑戦的萌芽研究

挑戦的萌芽研究

挑戦的萌芽研究

基盤研究（C）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

鵜川　重和

白𡈽　博樹

清水　伸一

岩崎　倫政

高畑　雅彦

須藤　英毅

近藤　英司

豊永　拓哉

小野寺　康仁

平田　健司

小林　健太郎

小野寺　康仁

玉腰　暁子

岩崎　倫政

橋本　茂 

冬季積雪寒冷地の自宅住環境が高齢者の生活習慣や健康状態に
およぼす影響の解明

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

4D-CBCTと治療計画CTの容積マッチング法による4D-IGRTの試み

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患の病態解明と新
規治療法の開発
免疫グロブリン様受容体(IgLR)分子群を標的とした次世代骨吸収
抑制薬の開発
高純度硬化性ゲルによる椎間板組織自然再生誘導法の開発と組織
再生メカニズムの解明
被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が移植腱再構築過程を促進
する分子機序の統合的解明

機械学習を用いた脳腫瘍低酸素領域の予測

ミトコンドリアにおけるROS増幅の誘導に基づく放射線増感法の
確立
新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学療法の治療前効果予測
法の確立
FDG/FMISO PETのtexture解析による脳腫瘍の新たな診断法の
確立

細胞内2進カウンターの開発と遺伝子発現履歴解析への応用

血中脂肪酸分画の健康影響ならびにその規定要因としての摂取食
物と腸内細菌叢の関与
変形性関節症発症機序の解明に向けた軟骨変性制御機構におけ
る糖鎖機能解析
腎明細胞癌における間充識形質獲得並びに代謝再編との関連に関
する研究

年度 研究種目 補助金／委託費 研究課題名 役割研究者名

29

29

29

29

補助金

補助金

補助金

補助金

難治性疾患等政策研究事業
（難治性疾患政策研究事業）
難治性疾患等政策研究事業
（難治性疾患政策研究事業）
循環器疾患・糖尿病等生活
習慣病対策総合研究事業
厚生労働行政推進調査事業
（厚生労働特別研究事業）

分担者

分担者

分担者

分担者

中村　幸志

高畑　雅彦

玉腰　暁子

荒戸　照世

平成29年度厚生労働科学研究費（分担者分）

神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・重症度分
類・ガイドラインの妥当性

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

循環器疾患における集団間の健康格差の実態把握と
その対策を目的とした大規模コホート共同研究
ゲノム編集技術を取り入れた遺伝子治療等臨床研究
における品質、安全性確保等に関する研究
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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RESEARCH CENTER FOR COOPERATIVE PROJECTS

北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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